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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和５年１月２０日（金）  

 

２ 確認箇所 

  Ｅタンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンクの解体作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

東京電力によると、構内の廃棄物管理の適正化のため、廃棄物の保管容量

を確保することとしているが、その一環として一時保管エリアの追設を計画

している。 

追設予定の一時保管エリアの一部であるＥＥ１及びＥＥ２はＥタンクエリ

アに設置される計画であるが、Ｅタンクエリアでは、Ｄ１・Ｄ２タンク等３

基を除く４６基のフランジ型タンクの解体が完了している。 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンク解体作業において、一部のタンク（Ｄ

１・Ｄ２タンク）に底部残水（ＲＯ濃縮塩水等）の放射性物質濃度が高いこ

とが確認されたため、漏えいのリスクを低減するために、タンク内の残水や

スラッジの移送作業が、また、Ｄ１２タンクの解体作業が進められているこ

とから、当該作業やＥタンクエリアの状況を確認した。（図１）（写真１）

（前回確認：令和４年１０月２７日（Ｄ１・Ｄ２タンク残水移送作業の状

況）、令和５年１月６日（Ｅタンクエリアの状況）） 

なお、Ｄ２タンクについては、残水移送作業が終了している。 

・Ｅタンクエリア内のフランジ型タンクの解体・撤去された場所のエリア

中心付近に受水タンクが、また、同エリア南東部に６ｍ３コンテナが保

管されていた。（写真２） 

・Ｅタンクエリア内に堰が複数箇所設けられており、その一部が重機によ

り解体されていた。（写真３） 

 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/541769.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/549017.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

Ｅタンクエリアの状況① 

 

 

（写真１－２） 

Ｅタンクエリアの状況② 

 

 

（写真２－１） 

受水タンク保管状況 

Ｄ１タンク Ｄ２タンク 

Ｄ１２タンク 

Ｄ２タンク 
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（写真２－２） 

６ｍ３コンテナ保管状況 

 

 

（写真３） 

解体された堰及び重機の状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

解体された堰 


